




































































































































































































































































































































































































Conversaci6Tt en La Catedral e~:~5ej ~ ~ E~lf*~J~;~~~~!~~)~~{~~,i~ 
mo, ante nutrida y selecta concurrencia la Sociedad Entre Nous 
celebr6 ayer un nuevo aniversario. Pero esa mugre te gustaba, 
ZaUalita, te sentabas a la mdquina y te ponias contento. N unca 
m~s esa minucia para redactar los sueltos, piensa, esa convicci6n 
furiosa con que corregias, rompfas y rehacias las carillas antes de 
llevarselas a Arispe. 
-~AI cu~nto tiernpo te decepcionaste tti del periodismo?-dijo 
Santiago. 
Esos sueltos y recuadros pigmeos que a la mai~ana siguiente 
ansiosamente buscabas en el ejemplar de <<La Cr6r~ica>> comprado 
en el quiosco de 1~arranco que estaba jurtto a la pensi6rt. Que 
mostrabas a la se~ora LucCa, orgulloso.' esto de aqui lo escribi yo, 
senora. 
-A Ia semana de entrar a <<La Cr6nica>> -dijo Carlitos-. . .17) 
Entrabas a las cinco, pero llegabas a la redacci6n mucho antes, 
y desde las tres y media ya estabas en la pensi6Tb mirarido el reloj. 
impaciente por ir a tomar el trarwta, ~le dartart uua comisi6r~ a la 
calle hoy~, ~uT~ reportaje, uua entrevista~por llegar y sentarte en el 
escritorio a esperar que te llamara Arispe.' volt6ese esta informa-
ci6n en diez lineas, Zavalita. Nunca m~s ese entusiasmo, piensa, 
ese deseo de hacer cosas, conseguir6 una primicia y me felicita-
r~n, nunca m~s esos proyectos, me ascender~n. Ou6 fall6, piensa. 
Piensa: cu~ndo, por qu6. (264-265) 
(re~~< i~~~f~)~~l.~;*~.,~~~t~- < ~ ･ ~ rl ~~S*A~~Ut ~~1 ~: ~*~~< ~~~~t~ ~: ~b 
r~:~ ~t~-~~O t･･*AJ~~~~J ~~ :/~4 7-:ff~~~~~ t･･*. r~~~~:~i~4~~:~: U~) ~b 
-~:~ L/~ ~:,EEl*. O C~) ~j ~i~l J 
E;~;:1~{~t*･-･~~ /~~~~~~~~UCt~-LIC~~~~IJ )~)~I) - h ;~~~~~iO f"*. r~~ 
;~~th-)~~cD~~i~:~Ut~~~/~~. it/~ lj -~7 J 
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　そう、おまえは幻滅なんてしていなかった、サバリータ。ブラジルの新
任大使エルナンド・デ・マガリャエス氏は今朝信任状を提出した、わが国
の観光の将来に関しては私は楽観しています、昨晩記者会見で観光庁長官
が言明した。多数のエリート参加者を集めてアントレ・ヌ協会が昨日祝賀
会を催した。しかし、こうした垢がおまえは気に入っていた、サバリータ、
タイプライターに向かい、ご満悦だった。もう二度とあんなに丁寧に記事
を書くことも、彼は思う、校正しては破り、やり直してはアリスペに紙面
を届けたあの激しい信念ももう二度と。
　「じゃ、君はいつジャーナリズムに絶望したんだい」サンティアーゴは
言った。
　あのちっぽけな記事や囲み、翌日おまえは下宿わきのバランコ通りのキ
オスクでラ・クロニカを一部買い求め、熱心に探したものだ。それをルシ
アおかみに自慢気に見せた：ここのこれ、私が書いたんですよ。
　rラ・クロニカに入社して一週間目かな」カルリートスは言った。
　5時出社だったが、おまえは編集部にずっと前にっいた。三時半にはも
う下宿で時計を眺め電車に乗らなきゃ、今日は外の仕事があるかな、ルポ
とかインタビューとか、早く行ってデスクに座ってアリスペのお声がかか
るのを待たなくちゃ、とそわそわしていた。サバリータ、このニュースを
10行でまとめてくれ。もう二度とあの情熱、彼は、思う、やってやろうとい
う思い、特ダネをものにしてやるぞ、そして賞賛を浴びて、ああした未来
図はもう決して、昇進だってできるだろう。何が悪かったんだ、彼は思う。
思う：一体いっ、なぜ）
斜線部においてサンティァーゴは二人称で言及されている。時折サバリー
タという呼びかけが現れ、一見するとサンティァーゴのモノローグのようで
あるが、酩酊した人間のモノローグとしては整理されすぎているし、これだ
け鮮明に過去の出来事を覚えているというのも不自然である。この部分はサ
ンティアーゴという作中人物が二人称で言及される二人称の語りと考えた方
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がよい。ただし、語り手は現在のサンティアーゴ自身（この場合はモノロー
グと非常に近い関係にある）ともみなせるし、物語世界外の人物であるとも
みなすことができる。ただし、太字の部分はpiensa（彼は思う）という語
句で示されるようにサンティアーゴのモノローグである。
　下線部は、二人称が現れないので、三人称の語りのようであるが、やはり
二人称の語りの続きと考えた方がよい。［7］に現れる三人称の語りは
“dijo　Carlitos”とか“piensa”というような導入の動詞に限られ、異常
に1委小化されたものばかりである。
5－2．二人称の自由間接話法
　CCの語りは基本的には三人称なので、自由問接話法においてはすべての
作中人物が三人称で言及されるはずであるが、時には二人称が現れる。
［8］Bebi6su丘ltimo　trago，apag61＆luz，subieron　juntos　la　escale－
r＆．　Frente　al　dormitorio，don　Fermin　se　inclin6para　besarlo：te－
nias（lue　tener　confianza　en　tu　pa（ire，flaco，fueras　lo（lue　fueras，
hicieras　lo　que　hicieras，t丘eras　lo　que61mas　qlueria，flaco．（216）
（酒を飲み干すと、電気を消し、二人一緒に階段を上がった。寝室の前で
ドン・フェルミンは息子にキスしようと身体を傾けた。おまえは父親を信
じなくちゃいけないよ、おまえが何であっても、おまえが何をしようとも、
私はおまえを一番愛しているんだからね、やせっぽち。）
　サンティアーゴの父親ドン・フェルミンのサンティアーゴヘのことばが、
自由間接話法を用いて表されている。時制は過去形であり、サンティアーゴ
には二人称の樋を、自分自身に言及するときは三人称の61を用いている。つ
まり、バルガスージョサは、人称は直接話法のままに時制だけ過去形に移行
した特異な話法を用いているわけではなく、サンティァーゴに対する場合だ
けに樋を用い、その他の人称に関しては通常の自由間接話法の人称推移に
一163一
高橋節子
従っている18）。
　サンティアーゴに言及する場合に二入称（td）を用いる自由間接話法が成
立する要因はどこにあるのだろうか。
　自由間接話法は時制と人称が地の文に同化する。しかし、サンティアーゴ
に関するエピソードを扱った章はそのいずれもが、様々な話法が入り乱れて
構成され、地の文の果たす役割が綾小化されている（7．参照）。また、ほ
とんどすべてが自由間接話法で語られる章もあり、この場合には語り手の声
が登場人物の声に取り込まれている。自由間接話法で人称や時制推移をする
のは、語り手の視点からオリジナルな発話が再構成されるからであるが、
CCでは語りの中に作中人物たちの声や思考がどんどん割って入り込み、語
り手の存在が希薄になり、その結果同化すべき語り手の視点が容易に同定で
きないことになる。
　また、CCはCC全体を統御する語り手が一っの顔をもっ単純な人格では
なく、語りの地の文が幾重にも錯綜し、語り手が複数の顔を持っ、あるいは
語り手が複数存在する、そういう類の物語りである。語り手の一人は登場人
物をすべて三人称で言及する伝統的な語りのスタイルで語り、ある語り手は
サバリータ（サンティァーゴ）に「おまえ」で言及する二人称の語りのスタ
イルをとり、また、ある語り手はアンブローシオの声を借りて語り（自由間
接話法）、ある語り手は三人称の語りのスタイルを取りながら明らかに第一
の語り手とは異なるスタイルで語っている、といったように。
　サンティアーゴを二人称で示す自由間接話法は、サバリータに二人称で言
及する語りのスタイルに呼応していると考えられる。
［9］No　po（iia　serツ∫ωηταbαs，　ZαひαZ髭α，　tenia　que　ser　mentiraツ
疹oηταわαsωη，6rαgo　y6θα60rαわαs，y　se　le　iba　la　voz　y　repetia　siem－
pre　no　podia　ser。yσα7’1髭os，sαoαrαdεsωε髭αεπhωηzo，d夢εZαη孟ε
dθZα8言η4びεren履es　cαr（2ε砿Zαs：te　parecia　terrible　pero　no　era，Zava聞
hta，habla　cosas　mas　terribles．Te　acostumbrarias，te　importaria
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un　carajo　y　pedia　mas　cerveza．（398）
（そんなはずはない、そしておまえはタバコを吸っていた、サバリータ、
でたらめに違いない、おまえは一杯飲んでむせていた、彼は思わず何度も
っぶやいた、そんなはずはない。カルリートスは、煙の中に顔が溶けて無
表情な面々を背景に、君には最悪と思えるだろうが、そうでもないさ、サ
バリータ、もっとひどいことだってあるんだ。そのうちきみは慣れてし
まって屍とも思わなくなるさ、そしてまたビールを注文した。）
　下線部は三人称の語り、斜線部は二人称の語り、下線部と斜線部の重なり
はどちらとも解釈可能な部分である。太字の部分は二人称の語りに呼応して
いる自由間接話法である。二人称の語りの存在を認めれば、ザバリータを
rおまえ」で言及する自由間接話法の特異性は解消する。サバリータをrお
まえ」で言及する二人称の語りのなかでは、自由間接話法においても当然サ
バリータはrおまえ」で言及されるはずだからである。むしろ自由闇接話法
のなかでサバリータがrおまえ」で言及されるという事実が、逆に二人称の
語りの存在をあぶり出している、といっていいかもしれない。そして、全編
を通じて、このような二人称の語りと解釈される部分は頬繁に現れる。
　ここで、サンティアーゴを巡る場面における語りの状況を整理しておこう。
　1）語り手が現在（語りのr今」）のサンティアーゴを巡る状況について
　語る場合
　　時制：現在、語りの人称：三人称
　2）語り手が過去の状況について語る場合
　　時制：過去、語りの人称：三人称
　3）地の文に同化した話法
　　A）自由直接話法：サンティアーゴを中心としたダイクシス
　　B）自由問接話法：時制は過去形、人称は三人称
　4）サバリータ（サンティアーゴ）がt丘で言及される場合（二人称の語
　　り）
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　　A）語り手はサンティアーゴ自身
　　B）語り手はサンティアーゴ以外の（ある）語り手
　4）のA）はサンティアーゴの内的独白という解釈もありえる。鈴木19〉
が指摘するように、欧米語では独り言を言うときに自分を二人称で言及する
ことがよくある。しかし、現在の自分自身に対して二人称で言及する際には、
鈴木の指摘するようにr話者の自己（自我）は…、内なる自己と外側の自己
の二っに分裂し、この内的自己が外的自己を他者と見て、それを攻撃、批判、
忠告、激励の対象とする…」20）のであるが、この場合は過去の自分に対して
の語りかけであり、そこにはr語るサンティアーゴ」と「体験するサバリー
タ」の間に時間的な隔りがある。このr語る現在のサンティァーゴ」と「体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ験する過去のサバリータ」という二っの人格の存在が二人称の語り、ひいて
は二人称の自由間接話法を生む原因となる。この二っの人格の距離が縮まれ
ば、（現在のサンティアーゴが現在の自分自身に対して語りかける）サンティ
ァーゴの内的独白と考えられるし、両者の距離がさらに隔り、r語る現在の
サンティアーゴ」の存在感が薄れれば、（ある）語り手がサバリータに対し
て樋で言及するような二人称の語り、という4－Bの解釈が生まれることに
なる。そして、これら、サンティアーゴのモノローグ、サンティアーゴの語
り（4－A）、サバリータを二人称で言及する語り（4－B）は連続し、し
ばしばその境界は曖昧なものとなる。
5－3、破格の自由間接話法
　CCに現れる自由闇接話法の中で、どうみても破格としか言いようのない
例も存在する。
［10］一Ana　ha　hecho　chupe　d．e　camarones　y　eso　no　me　lo　pierd．o－
dice　Santiago一．Otro　diεし，hermano．
　一Le　tienes　miedo　a　tu　mujer－dice　Norwin一．Uy，qu6jodido　es－
tas，Zavalita．
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瓦oporZo⑳θ厩crε6αs，hermαπo．（15－16）
　（rアナがエビの煮込み料理を作ったんだ。それを逃すわけにはいかない
よ」サンティァーゴが言う。rまたにしよう」／「おまえかみさんの尻に
敷かれているな」ノールウィンが言う。rしょうがないやっだな、サバ
リータ」／いや、そういうことじゃないんだ。）
［11］Huaman　era．pequenito　y　amanerado，nos　habia　costado　tres
a負os　reconstituir　los　Centros　y　la　Fe（leraci6n　de　San　Marcos（les－
pu6s（ie　la　represi6n，sus　gestos　eran　elegantes，εc6ητoごbαητosα
Zαπ2αr　uηαんωeZgα，por　razones　extra－universitarias，．．．（169－170）
（ウアマンは小柄で気取った男だった、われわれは弾圧後のサン・マルコ
ス本部と連合を立て直すのに三年かかったんだ、その物腰は上品だった、
一体大学と無関係の理由でストを打っていいものか）
［12］EI　se血or　de　cabellos　blancos　le　sonri6amistosamente　y　le　ofre－
ci6unasill＆．．．Si，Clodo皿iroy61eranamigosdesdeelcolegiolen
cambio　a　su　papゑ，乙Fermin，no？，no　lo　habia　conocido，era　mucho
mas　joven　que7zoso6ros，y　de　nuevo　sonri6（223）
（白髪の紳士は親しげに微笑んで、いすを勧めた…そう、クロドミロと私
は小学校以来の友人でね、だが、君のお父さんとは、フェルミンさんだよ
ね、知り合うチャンスがなかったんだ。われわれよりずっと若いからね、
そう言ってまた微笑んだ）
　［10］においては自由間接話法の中に二人称の代名詞が現れ、［11］において
は一人称複数形が現れる。いずれも、サンティアーゴを中心とするダイクシ
ス体系がなければ正当化されない用法である。つまり、サンティァーゴに一
人称で言及するような語りの存在を前提としなければならない。しかし、実
際には三人称の語りと二人称の語りは存在するが、一人称の語りと目される
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ものは存在しない。
　また、［12］における自由間接話法はサンティアーゴの視点からみたダイク
シスではなく、白髪の紳士を中心としたダイクシス構成になっている。2行
目の61（下線部）は自分自身を言及するのに三人称を用い自由間接話法の
人称推移に従っているので、斜線部のnosotros（われわれ）が特に奇異に
映るのである。
6．連合関係と連辞関係
　言語における二っの関係一連合関係と連辞関係一をソシュールは言語学に
導入した21）。連辞関係とは、言語の線状的連鎖の中で隣接する諸要素間に
おける関係をいう。それに対しディスコースの連鎖の外部にあって、ある言
語の要素が類似や連想によって呼び起こされる様々な要素との関係が連合で
ある。
　語りは連辞関係をより重視する22）。通常の物語においては前の出来事に次
の出来事が次々と継起的に起こっていくことで語りが進行する。ところがC
Cにおいてはしばしば連合関係がより重要な働きをする。ここでは、サン
ティアーゴとアンブローシオの対話の内容とさまざまな過去のエピソードが
触発し合い、他方が一方の触媒となり相互作用を及ぼすような形で物語が展
開する。そこでは出来事の時間的前後関係の連鎖や空間的な連続性によって
ではなく、語り手や作中人物のゆるやかな連想や類似関係に依拠した形で物
語が展開される。そして、様々な話法はその触媒の一っとして効果的に用い
られている。
［13］一No　se　la　discuto，pero　te　voy　a．d．ecir　una　cosa－dijo　Aida，
riendose一．Nunca　te　inscribiras，y　cuando　termines　San　Marcos　te
・1vidarasdelarev・1uci6n，yserasab・gad・delalnternati・nal
Petroleum　y　socio　del　Club　Naciona．1．
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一Consu61tate，la　profecia　no　se　cumpli6－dijo　Carlitos一．Ni　abo．
gado　ni　socio　del　Club　Nacional，ni　proletario　ni　burgu6s，Zavali－
ta．S610una　pobre　mierdecita　entre　los　dos．
一乙Qu6ha　sido　del　tal　Jacobo，de　la　tal　Aida？一dice　Ambrosio。
一Se　casaron，supongo　qlue　tuvieron　hijos，hace　afios（1ue　no　los　veo
一（iilo　Santiago一．Me　entero（le　la　existencia（ie　Jacobo　cuan（101eo
en　la　prensa　que　lo　han　metido　preso　o　que　acaban　de　soltarlo．
一Siempre　le　tienes　envidia－dijo　Carlitos一．Voy　a　prohibirte　que
me　vuelvas　a　tocar　el　tem＆，te　hace　mas　da魚o　que　a　mi　el　trago．
（162－163）
（「けちをっけてる訳じゃないの、でも一つ言っておくとね」アイーダは笑
いながら言った。rきっとあんた入党しないわ、そしてサン・マルコスを
卒業したら革命のことなんか忘れてしまって、国際石油の弁護士になって
クラブ・ナシオナルの会員になるわよ」
　「いいじゃないか、予言は当たらなかったんだから」カルリートスが
言った。r弁護士でもクラブ・ナシオナルの会員でもない、プロレタリ
アートでもブルジョアでもない、その中間の単なるごみくずってわけだ」
　「そのハコボとかアイーダって人はどうなったんですか」アンブローシ
オが言う。
　r結婚したよ、多分子供ができたんじゃないかな。もう何年も会ってな
いんだけどね」サンティアーゴが言った。rハコボが生きているのが分か
るのも、新聞で逮捕されたとか釈放されたとか出るときだけだからね」
　rいっも彼に嫉妬してるってわけだ」カルリートスが言った。rもうその
話題に触れるのは止せよ、おれが酒を飲むよりもっとたちが悪いよ」）
　ここでは三組の異なった会話一サンティアーゴとアイーダ、サンティアー
ゴとアンブローシオ、サンティアーゴとカルリートスーが、サンティアーゴ
という共通の会話参加者を介して一つに結びっけられている。会話のキャッ
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チボールが時と空間を超越して、場を共有していない者たちの間でやりとり
されている。バルガス＝ジョサ自身はこの技法をVaSOS　COmUniC＆nteS（連
通管）と呼んでいる。そこでは、相異なる要素どうしが触媒の役目を果たし、
通常は起こり得ないような相互作用が生まれるとしている23）。
［14］一Tevoyaemborrachar一（iijo，hacien（iounamueca一，ten（iras
el　cuerpo　tan　jodid．o　que　no　podras　pensar　en　otra　cosa．Unos　tra－
gos　mas　y　veras　que　no　merecia　Ia　pena　amargarse　tanto，Zavali－
ta．
　Pero　se　habia　emborrachad．061，piensa，como　ahora　t血．Carlitos
se　levant6，d．esapareci6en　las　sombras，la　risita　de　la　mujer　que
moria　y　renacia　y　el　piano　mon6tono：queria　emborracharte　a　ti　y
el　que　se　ha　emborrachado　soy　yo，Ambrosio．Ahi　estaba　Carlitos
de　nuevo：habfa　orina（io　un　litro　de　cerveza，Zavaヱita，qu6manera
de（iesper（iiciar　la　plata乙no？
　一乙Y　para　qu6queria　emborracharme？一se　rie　Ambrosio一．Yo
no　me　emborracho　jamas，ni負o．（398－399）
（r君を酔わせてやるよ」彼はおどけた顔で言った。ぐでんぐでんになれば
っまらないことなんて考えなくなるさ。もっと飲めばそんなに悩むこと
じゃないって分かるさ、サバリータ。
　でも酔ってしまったのは彼の方だったな、彼は思う、今のおまえみたい
に。カルリートスは立ち上がって暗闇に消えた、死んで生き返った女の笑
み、単調なピァノ：おまえを酔わせたかったのに酔ったのはぼくの方だな、
アンブローシオ。またカルリートスが現れた：ビール1リットル分は出た
ぜ、サバリータ、まったく金の無駄だよな。
　rどうして私を酔わせたかったんですか」アンブローシオは笑う。rわた
しは酔わないんですよ、ぼっちゃん」）
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　ここでは、アンブローシオとサンティアーゴがラ・カテドラルで飲んでい
る今の場面と、かってサバリータとカルリートスが居酒屋で飲んだ場面が交
錯している。しかもカルリートスもサンティアーゴも相手を酔わせたかった
のに、自分が先に酔ってしまった点において共通している。
　また、二重の解釈を許す文を介して、異なる場面が連結していく例も随所
に見られる。例えば、次の例［13］で、サンティアーゴと友人ポペジェが女
中のアマリアに媚薬を飲ませていたずらしようとして、部屋にアマリアを呼
ぶ場面と、その事件後解雇されたアマリアを二人が訪ねる場面が、5行目の
ahi　venia（ほら、来たよ）を通じて連合している。
［13］Santiago（iej6a　Popeye　en　el　rellano，entra　y　pon　m丘sica，iba
a　llamarla．．．Se　sent6en　la　cama，encendi61a　radio　del　velador，
un　vε11s　（ie　Felipe　Pinglo，pasos，el　flaco：ya　estaba，pecoso．La
habia　encontrado　despierta，s丘beme　unas　Coca－colas　y　se　rieron：
chεs6，αん‘oeηごα，乙seria　ella？Si，ahi　estaba　en　el　umbral，sorpren－
di（ia，examinan（iolos　con（iesconfianza．（43）
（サンティァーゴはポペジェを踊り場のところに残した。入って音楽でも
かけていてくれ、彼女を呼んでくるよ…（ポペジェ）はベッドに腰を下ろ
して、ナイトテーブルのラジオをっけた。フェリーぺ・ピングロのワルツ、
足音がして、やせっぽちが：オーケーだ、そばかす。彼女は起きてたよ、
コカコーラを2、3本持ってきてくれないか。彼等は笑った：しっ、ほら、
来たよ、ほんとに彼女かい、そうさ、（アマリアは）入り口のところで、
びっくりしていぶかしげに二人をじろじろ見た。）
　二っの異なった、しかし類似している場面が双方に関係している斜線部を
介して連合している。前半の部分に関する読みでは、コカコーラの入ったお
盆をもって階段を上がってくるアマリアの足音が聞こえたためにサンティ
アーゴがポペジェをrしっ」と制止し、rほら来たよ」と言ったのであろう
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し、後半の部分に関連する読みでは、二人がアマリアの家を訪ね、ドァを
ノックしたところで家のなかの足音を聞いてrほら、来たよ」と言ったもの
であろう。
　先に述べたように通常の語りにおいては時問空問的な連結関係優位で話が
展開する。それは、出来事が継起的に起こる際に用いられるアオリストが最
も優勢な時制であることからも分かる。しかし、CCにおいては、特にサン
ティアーゴを巡る状況において連合関係が顕著であり、これは現在サンティ
ァーゴが酔っ払った状態であることと無関係ではあるまい。CCを通して流
れるテーマは「いつおれはだめになったのか」というサンティアーゴの問い
であり、その問いはrペルーはいっだめになったのか」という問いと絡み合
い、それらの問いに答えるように様々なエピソードが交錯する。こうした複
数の場面にからまる糸を解きほぐし読み解く作業は容易ではない。しかもこ
の手法は物語のいたるところに見られるのである。
7．語り手の短1小化と自由間接話法
　CCにおける語りの特徴は、一っには6で扱った連合関係優位の語りであ
ろうし、もう一っは語り手の解体にあるものと思われる。冒頭では、登場人
物をすべて三人称で言及する物語世界外の語り手が物語を語りはじめるが、
次第に多様な話法の中に語り手の存在が埋没してしまう。また、語り手の顔
も各エピソードごとに異なっていて、あくまでも物語り世界外の語り手が語
るエピソードもあれば、登場人物の一人（アンブローシオ）が登場人物の一
人（ドン・フェルミン）に語って聞かせるエピソードもあれば（自由間接話
法が用いられている）、二人称の語り手が現れたり、同じ三人称を用いて語
る場合でもその語り口はエピソードによって微妙に異なっていたりする。
　今まで、サンティアーゴを巡る場面における語り手の役割の楼小化には触
れてきた。またそのせいで、同化すべき語り手の視点があいまいになり、自
由間接話法における人称推移が行われない例（5－2，5－3参照）を見て
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きた。ここでは、サンティァーゴ以外の登場人物を巡る記述から例をあげ、
語り手の役割の縮小がどのような形で現れているかをもう一度確認しておこ
う。
　例えば、アンブローシオが主人ドン・フェルミン（サンティァーゴの父
親）に向かって、自分の体験を物語る部分は、すべて自由間接話法で描かれ
ている（例［16］）。また、アマーリアが女中として新しい雇い主のオルテン
シアの家に来る場面では、すべてがアマーリアの視点で描かれている。そこ
で用いられる語り口は同じ三人称の語りでも冒頭の語り口とは異なり、縮小
辞を多様するなど女性的なものである。さらに、ほとんどが未完了過去で語
られるなど（過去の習慣や情景描写が主なせいもあろうが）、多様される自
由間接話法とあいまって、地の文とアマーリアの声との境界があいまいにな
り、読み手はいっもアマーリアの声を背後に感じることになる（例［17］）。
［16］De　chicos　ellos　jugaban　f血tbol，robaban　fruta　en　las　huertas，
Ambrosio　se　metia　a　su　casa　y　al　Buitre　no　le　importaba．Cuando
se　volvieron　platudos，en　cambio，lo　botaban　y　a　don　Cayo　lo
re鉦an　si　lo　pescaban　con6L乙su　sirviente？Qu6va，don，su　amigo，
pero　s610cuando　eran　de　este　tama血o．La　negra　tenia　entonces　su
puesto　cerca　de　la　esquina　donde　vivia　d．on　Cayo　y61y　Ambrosio
se　la　pasaban　mataperreando．（55）
（子供の頃、一緒にサッカーをしたり、果樹園の果物を盗んだりしました、
私も彼の家に入り込みましたが、はげたかは別に気にしてませんでしたね。
ところが小金持ちになると私をっまみ出して、わたしと一緒の所を見つか
るとドン・カージョは叱られてましたね。彼の召し使いだったのか、で
すって。とんでもない、旦那様、友達ですよ。でもこんな小さい時だけで
すけどね。おふくろはそのころドン・カージョの住まいのそばに売店を
持っていたものですから、ドン・カージョと私はよく悪さをしたものです
よ。）
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［17］La　escalera　de　la　sala　al　segundo　piso　tenia　una　alfombrita
rola　sujeta　con　horquillas（lora（ias　y　en　la　pare（1habia　in（1iecitos
tocan（lo　la（luena，arrean（10rebafios　de　llamas．EI　cuarto（ie　bafio
relucia　de　azulejos，el　lava（lor　y　la　tina　eran　rosa（ios，en　el　espejo
Amalia　podia　verse　de　cuerpo　entero．Pero　lo　mas　bonito　era　el
dormitorio　de　la　se五〇ra，10s　primeros　dias　subia　con　cualquier
pretexto　y　no　se　cansaba　de　contemplarlo．La　alfombra　era　azul
marino，como　las　cortinas　del　balc6n，pero　lo　que　mas　llamaba　la
atenci6n　era　l＆cama　tan　anch＆，tan　bajitεし，sus　patitas　de　cocodri－
lo　y　su　cubrecamas　negro，．．。（221－222）
　（二階へ続く居間の階段には赤い絨毯がしいてあって金色の鋲で留めて
あって、壁にはケーナを吹いたりリャマの群れを追ったりするインディオ
たちが描かれていました。浴室は化粧タイル張りで洗面台と浴槽はピン久
鏡はアマーリアの全身が写せるほどでした。でも一番すてきなのは奥様の
寝室、初めのころ彼女はいろんな口実をっくっては二階へ上がり、飽きる
ことなく眺めていました。絨毯はネービーブルー、バルコニーのカーテン
と同色でした。でも何と言っても一番の注目はその大きくて低いベットで、
足にはワニの彫刻がしてあり、ベットカバーは黒で、…）
　どちらの例も登場人物の声が語り手の声を圧倒したものである。自由間接
話法は語り手と登場人物の二重の声である24）と言われるが、ここでは、登場
人物が語り手の声を浸食しっっ物語の進行役を務めていく。自由間接話法の
話用論的特質は、登場人物と読み手の視点を一致させ、読み手の心理を語り
の世界に引きずり込むことにある。とすれば、語り手の役割を倭小化するこ
とで登場人物の声がより強くなり、読み手は容易にその声を聞き取り視点を
共有することができる。
　バルガス＝ジョサは、語り手の楼小化によってナレーションと話法との融
合を図っているが、その際自由間接話法のもつ話用論的な効果が最大限に発
揮されているといえるだろう。
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